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   2020年８月６日 

各 位    

  会 社 名 株式会社ソフト９９コーポレーション 

  代表者名 代表取締役社長  田中 秀明 

   （コード：４４６４  東証第二部） 

  問合せ先 取締役管理本部長 上尾 茂  

   （TEL．０６－６９４２－８７６１） 

アズテック株式会社の株式取得（子会社化）のお知らせ 

当社は、2020年８月６日付で、下記のとおりアズテック株式会社（以下、「アズテック」）の株式を取得

し、アズテック及びその子会社１社を当社子会社化いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

1. 株式取得の理由 

当社グループは、現在進行中の第６次中期経営計画『Ｏｖｅｒｔａｋｅ!!』において、既存技術

ノウハウと新たな技術ノウハウとの掛け合わせによる新たな市場開拓を基本経営方針と定めて事業

運営を推進しております。特に当社グループの基幹事業セグメントの一つであるポーラスマテリア

ルセグメントにおいては、現在の主力である半導体洗浄用途等のハイテク分野向け製品販売に続く

新たな事業の柱を構築すべく、医療分野向けの製品開発に取り組んでおります。 

アズテックは1994年の創業以来、主に病院向けに様々な衛生関連用品の企画開発・販売を行って

いるファブレスメーカーであり、特に手術室向けの衛生管理に係る製品分野においては、市場での

高い認知度を持つ企業であります。また、日本全国の医療機器卸企業および大規模病院に向けた販

路を確保しており、エンドユーザーである病院施設との直接の接点を確保することによる医療現場

との強いリレーションが強みとなっております。 

当社グループのポーラスマテリアルセグメントにおける医療分野向け製品開発とアズテックの持

つ医療分野の製品開発にかかる知見・販売力を掛け合わせる事によって、当社グループ全体として

医療分野市場での将来の大きな成長を期待できるものと考えております。 

アズテックが築き上げてきた市場での信頼に磨きをかけ、また、当社グループ全体としての大き

な取り組みの一つである医療分野に向けた長期的かつ持続的な企業成長を遂げるべく、引き続き事

業活動の推進に取り組んでまいります。 
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2. アズテックの概要（当社による株式取得前・単体）※ 

（１） 名   称 アズテック株式会社 

（２） 所 在 地 東京都文京区後楽１－５－３ 

（３） 代 表 者 田沼 正幸 

（４） 事 業 内 容 病院向け衛生関連用品及び医療機器の企画開発・販売 

（５） 資 本 金 10百万円 

（６） 設 立 年 1994年 

（７） 大株主及び   

持ち株比率 
SR企業支援１号投資事業有限責任組合 100.00％ 

（８） 上 場 会 社 と   

当該会社の関係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３ヶ年の経営成績および財政状態（単体※、単位：百万円） 

決 算 期 2017年9月期 2018年9月期 2019年9月期 

純 資 産 191 191 257 

総 資 産 389 381 494 

売 上 高 608 675 723 

営 業 利 益 40 114 118 

経 常 利 益 44 250 103 

当 期 純 利 益 29 △0 66 

※ アズテックの子会社１社の実績を含んでおりません。 

3. 株式取得の相手先の概要 

（１） 名   称 SR企業支援１号投資事業有限責任組合 

（２） 所 在 地 東京都中央区日本橋室町二丁目4番3号 

（３） 代 表 者 
無限責任組合員 SRキャピタル株式会社 

代表取締役 山田 和孝 

（４） 上 場 会 社 と 

当該組合の関係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

 関連当事者への 

 該 当 状 況 
該当事項はありません。 

4. 取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異 動 前 の   

所有株式数 
0株（議決権の数：0個）（議決権の所有割合：0.00％） 

（２） 取得株式数 200株（議決権の数：200個） 

（３） 取 得 価 額 相手先のご意向に基づき非開示とさせていただきます。 

（４） 異 動 後 の   

所有株式数 
200株（議決権の数：200個）（議決権の所有割合：100.00％） 

5. 今後の見通し 

現時点で2021年３月期の当社連結業績に与える影響は軽微であると想定しておりますが、今後開

示すべき事象が発生した場合には速やかに開示いたします。 

以上 


